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──京橋一丁目地区では、戸田建設を
はじめとする企業と住民の皆さんが一
緒になって「京橋一丁目災害協議会」と
いう組織をつくり、年1回の防災訓練な
どの活動を続けています。
大塚（京橋一丁目東町会） この活動が
始まったのは、2005年のことですね。
最近、東日本大震災を契機に、中央区
内でも町会と企業が参加した同じよう
な組織を立ち上げようという試みが広
がっているようです。しかし、私たちが
始めた時には、誰もそんなことは考え
ず、ほかに例もありませんでした。それ
をもう8年も続けているのですから、こ
れはとても凄いことだと思います。
高橋（中央区） この「京橋一丁目災害協
議会」では、訓練ばかりでなく、関連す

──首都直下型地震も予測される今
後、どのような対策を進めていくべき
なのでしょうか。
高橋 ひとつ大きな課題は、帰宅困難者
の対策だと思いますね。中央区では現
在、新たに整備する区立施設の一部を
帰宅困難者に開放するなどの対策を進
めています。
早川（中央区） 震災時の帰宅困難者に
ついては、まず自分たちがいる事業所
内に可能なかぎり留まるというのが基
本だと思います。しかし、家庭の事情

る担当者が事前に集まって何度も打ち
合わせを重ねていますね。
大友（戸田建設） 確かに防災訓練はわ
ずか1日ですが、それを実施するために
半年くらい前から集まって打ち合わせ
をしています。訓練はもちろんのこと、
そこで皆さんが集まって地域のさまざ
まな情報を交換することも意義がある
のではないでしょうか。
高橋 そういう機会を通じて地域の皆
さんが顔見知りになっていれば、いざ
という災害の時にも非常に役立つはず
です。
関口（京橋一丁目東町会） もう8年もの
お付き合いですから、「この相談ならあ
の人」というように困った時にはすぐ
に顔が思い浮かぶのです。今回の大震

などでどうしても帰宅したいという人
もいます。そのような人については、優
先順位を決めて集団で帰宅していただ
きたいと考えています。
岸本（中央警察署） 今回の大震災では、
徒歩で帰宅する人たちまでもが車道に
あふれ出て、全く予想していなかった
ような道路渋滞となりました。そこで
警視庁では、大震災（震度6弱）が発生
した場合の交通規制を新しくつくり直
しました。今後は、こうした対策の告知
活動にも力を入れて取り組んでいきた

災でも、戸田建設の人に早急に連絡を
とり、地域のいろいろな情報を教えて
もらいました。
大塚 東京都では最近、「東京防災隣組」
という制度をつくったそうです。災害
の時に地域でお互いに助け合おうと
いうしくみですが、その第1回目の認
定団体として私たちの「京橋一丁目災
害協議会」が選ばれました。「隣組」な
んて久しぶりに聞く懐かしい言葉で
すが、やはり地域の「和」は大切にした
いですね。
高橋 この「東京防災隣組」に選定され
たように、「京橋一丁目災害協議会」の
活動は、行政からも非常に注目されて
います。今後もぜひ継続して進めて
いってほしいですね。

いと思っています。
庄司（中央警察署） 人命救助や災害復
旧の緊急自動車を円滑に通すために
は、車の総数を減らして道路を確保す
ることがなによりも重要なのです。
久貝（京橋消防署） 今回の大震災では、
都内で34件の火災が発生しています。
それらを分析すると、電気ストーブな
どの電気機器によるものが多く、ス
トーブの上にものが落下したり家具が
転倒したりして火災となったケースも
あります。このようなデータを参考に

戸田建設は本社ビルのある東京都中央区京橋一丁目地区で、
住民の皆さんや行政と一体となって防災の取り組みを進めてきました。
今回は関連する地域の人々に集まっていただき、
東京都心における今後の防災のありかたなどについて意見を交わしました。
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詳しい内容はウェブサイトにて掲載しています。
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京橋地域総合防災訓練
　「京橋一丁目災害協議会」では、毎年9月に総合防災訓練
を行っています。第7回目となった2011年は、戸田建設の
社員をはじめとする約3千名が参加。震度6強の直下型地
震を想定して、地区の各企業や周辺の町会で震災訓練や
火災訓練を実施しました。
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──地域における今後の災害対策につ
いて意見をお聞きしたいと思います。
高橋 中央区としては、今後も防災につ
いて住民の皆さんと密接な協力関係を
築くとともに、企業との連携を強化し
ていきたいと考えています。昨年は、戸
田建設をはじめとする３つの企業と、地
域住民の救助活動や帰宅困難者の支援
などの災害時協力協定を結びました。
関口 町会としての課題をあげるなら、
周辺の町会と一緒にやっている防災組
織と、この「京橋一丁目災害協議会」を
いかに連携させていくかでしょうか。

それから今後ぜひ考えていかなければ
ならないのは、夜間に大地震が発生し
た場合の対策ですね。
岸本 昨年の大地震は金曜日の夕方で
したが、実は震災の発生は夜間や土日
というケースが8割を超えています。
大塚 この地区は住民の平均年齢が非
常に高く、夜間は高齢者ばかりになっ
てしまうのです。
高橋 確かに今後は、このような地域の
特性に合わせたよりきめ細かい対策を
講じていくことが重要ですね。
白井 今話題に出た夜間の災害対策に

❶震災時の怪我人を想定した応急救護の訓練 ❷京橋消防
署の指導によるAEDの操作訓練 ❸審査会で準優勝を獲得
した戸田建設自衛消防隊 ❹東京消防庁の特別救助隊によ
る屋上降下訓練 ❺防災リュックを背負って歩く集団帰宅訓
練 ❻煙体験ハウスで火災時の煙の怖さを疑似体験

して、家庭やオフィスでの対策を見直
してほしいですね。
神田（京橋消防署） 火災対策について
は、もちろん消火などの訓練は大切で
すが、それ以前に火事を起こさないと

いうことが最重要となります。
久貝 それからもうひとつ、震災への心
得としては、自宅の周辺や、会社から徒
歩で帰宅する場合の経路にかかわる火
災の延焼危険地域を調べて把握してお

くことも重要です。
白井（戸田建設） それは貴重な意見で
すね。早速、当社でも現在想定してい
る集団帰宅ルートについて調べてみる
ことにします。

ついても、当社として今後さらに検討
していきたいと思います。この対策に
ついて次回の打ち合わせでもっと詰め
て話し合いましょう。
大塚 災害の備えは、これで十分という
ことはありません。今後も企業や行政
の方たちと一緒になって地域の災害対
策を改善していきたいですね。
大友 私たち戸田建設も、この京橋一丁
目地区の一員として、皆さんと力を合
わせた活動を進めていきたいと考えて
います。本日はお集まりいただき、あり
がとうございました。
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【ダイアログ概要】日程：2012年6月6日（水） 場所：戸田建設本社会議室
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さらなる災害に備え、地域との連携を強化
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